
 

令和２年３月６日 

健康部健康推進課 

 

令和２年度胃がん検診における胃内視鏡検査について 

 

１ 対象者 

令和２年度 令和元年度 

５０・５２・５４・５６・５８歳の区民 

（定員１，２００人） 

５０歳の区民 

（定員１，０００人） 

  ※ 胃の治療中の方など検査医の判断等により受診できない場合がある。 

     

２ 令和２年度実施（申込受付）期間 

令和２年６月下旬から 12 月下旬（予定） 

   

３ 実施方法（変更なし） 

  江東区医師会に委託して実施する。 

区から対象者あて個別に受診券・案内等を送付する。 

受診希望者は区内検診実施医療機関に予約し受診する。 

  

４ 自己負担金（変更なし） 

  １，５００円 

※ 生活保護受給者、住民税非課税者等については免除 

※ 本人の希望により鎮痛薬、鎮静薬を使用した場合は別途実費負担（生

活保護受給者等を含む。） 

※ 生検を実施した場合は保険診療を適用（生活保護受給者は医療扶助に

より対応） 

 

５ その他（変更なし） 

  胃部エックス線検査については、従前どおり、４０歳以上の区民を対象に、

契約検診機関による検診車等により実施する。 

※ 胃内視鏡検査対象者は、胃部エックス線検査と胃内視鏡検査のいずれか

を選択 


